
アロール ･ジャングスから

坪 内 良 博

1 村 へ の 帰 還

6月23H展,バンコック,クアラ･ルンプールを経

て,再びアロール ･ジャンブスにやって来た｡昨年以

来雇っているサアド夫妻が,前日から待っていたのに

遅い遅いと言いながらとにかく大喜びで迎 えて くれ

た｡大掃除をしたらしく,部屋にはちリーつなく,わ

が家は極めてよく保たれていた｡マラヤ大学留学生で

休暇中留守番役をしていた前LL】成文氏が5月はじめに

去ってからの一カ月余りのできごとを,大きな身ぶり

で,ものすごく誇張して説明した後,莱,石油,食用

油,コ-ヒ-,粉乳,砂糖,洗剤等がなくなったから

早速買えという｡たちまちのうちに大散財をすること

になった｡

2 アロール ･ジャングス村

アロール ･ジャンブスは,東南アジア研究センター

のマレーシア･インドネシア計画に韮いて,マラヤ調

査班班長だった故柳瀬葉蘭博士と吉田光邦氏とが先発

隊として,昨年6月,本隊より一カ月前にマラヤへ来

て,社会学的 ･人類学的調査のために選択したマレー

半鳥北西部ケダー州の稲作地帯に位置する小さなⅢ舎

町である｡この調査地については,既に柳瀬博士が,

｢東南アジア研究｣ 2巻 2号の現地便りで紹介されて

いるし,同誌3巻 1号には, ｢マラヤ北西部の稲作農

村｣と題して,経済的側面についての中皿報告が,口

羽 ･坪内･前出によってなされているので,ここでは

アロール ･ジャンブスのマラヤ班をとりまく,物的 ･

人的環境について雑文をしたためることにする｡

アロール ･ジャンブスは,ちゃんとマラヤの地図に

も載っている地名であるが, さてどの範囲がアロール

･ジャングスかというとややこしくなる｡このあたり

のマレー人家屋は,水路に沿ったやしの林の中に建て

られ,それらがモスクを中心として｢村｣(Kampong)

を形成しているが,アロール ･ジャンブスは,それら

の村の名前の一つではなく,バグン･ララン(Padang

Lalang)とクバン･シァム (KubangSjam)という

二つの村が接触するあたりに存在する小さな中国人の

商店街を中心とした地域の地理的なyJ称に過ぎない｡

(図1参照)70戸余りの中国人の商店や住宅は,マレ

-人社会の中の租界のような存在だが, 町というには

小さ過ぎて,行政的には大部分がバグン･ララン付に

入る｡われわれの調査範囲は,パダン･ララン村のマ

レー人 (200余世帯)を中心として, それにこの中国

人の街および隣接するクバン･シ7ム村の一部を含ん

でいる｡
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3 村 で の 生 活

わが家は,アロール ･ジャングスの入口に位置する

小学校の貢向いにあり,6畳位の仕切り4つからなる

マレー式の高床家屋で,裏の家主から月30番(約3,600

円)で借りている｡村のマレー人家屋.のようにやしの

林に囲まれてもおらず,中国人の家のように大きくて

奥深くもなく,おまけにトタン屋根ときているから暑

いこと甚だしい｡この附近で最も暑い家だということ

で,特に暑い日にはマレー人の下男さえ逃げ出すほど

である｡

暑いといっても,日中,室内の温度はせいぜい 32o

Cでとまる｡とは言え,この地方は現在雨期にあたっ

ていて湿度が高く,たえず身体が汗ばんで気持が悪

い｡雨は極めて男性的な降り方をして,はげしいとき

は家が本当にぐらぐらゆれる.昨年は川があふれて,

わが家のまわりは沼のようになり,50m離れた (梯酷

説による)便所へ通うのが大変だったが,今年はどう

やら降雨量が少ないらしく,気候的条件は今のところ

昨年よりもよい｡

この雨を利用して田植えが始められ,毎夕,一列に

なって出植えから帰る女達の姿が窓からみられる｡現

在円植えはほぼ8割終ったところで昨年より少しはや

いように思われる｡田の荒おこしは男の仕事だが,田

図1 調査地点 PadangLalang村

第 3巻 第 2号

植えはこの村では完全に女の仕事である｡クク･カン

ビン (山羊の爪)とよばれる木製の柄のついた金具の

先に苗をはさんで植えていく｡10人位の女のグループ

に男が一人か二人ついて苗運びをするが,女にまじっ

て仕事をするのを他の男にみられるとはすかしいと言

う｡女が田植えをしている聞,男はどこかにかくれて

時間をつぶしている｡

4 われわれの召使

わが家に下男夫婦がいることは既に述べた.一番身

近にいるマレー人として彼等について少し詳しく紹介

する｡男はサアドといって62才,女はロキアといって

46才である｡二人とも再婚で,サアドは5回め,ロキ

アは3回めの結婚だが,今の結婚は9年間続いて い

る｡サアドは3人の妻と既に離婚したが,一人はまだ

結婚したままなので,現在二人の妻を持っている｡イ

スラムに従えば二人の妻を平等に扱わねばならない筈

だが,ロキアの方が若いのと,収入源がこちらにある

のとで,殆んどの時間を当方で過している｡一夫多妻

といえば,われわれの通訳の-リムという中学生の父

親も妻を二人持っているが,これは凡帳面に二人の妻

が住む二つの村を往復している｡一般には殆んどの男

は一人の委しか持たない｡ロキアは12才のとき結婚し

た最初の夫に離別,二番めの夫に死別してサアドと結

婚した｡二番めの夫との問に20才になる息子が あ る

が,彼とサアドとの仲は余りよくない｡

このように書くと,彼等は実に何度も結婚している

ようであるが, 当地には結婚回数8回,9回というよ

うな猛者もいるのでおどろくにはあたらない｡

サアドは学校の雨水を貯えたタンクから水をかつい

で来るのが主な仕事で,この水が料理と水あびに使わ

れる｡ロキアの仕事は,料理と洗濯と買物だ｡このあ

たりでは男が買物に行く場合が多いので,昨年ここに

はじめて来た頃は,毎日サアドに金を渡していたが,

つまみぐいが余りにも激しいので,ついに買物の費用

も給料もロキアに渡すようになった｡彼女にとっても

今がかせき時だから,サアド程ではないが買物の費用

を少しずつごまかしている｡せいぜい1日1番(約120

円)までだから,われわれは見て見ぬふりをしている

が,ロキアに会計の実権が移ってから,彼女がまたた

く問に金の腕輪と首飾りとを買ったのには驚いた｡両

方で200番(約24,000円)位する品物で,わずかを差し
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引くだけで売れるし,また質入れもできるから,この

辺の女性にとっては最良の貯蓄法である｡

彼等には月はじめに60番 (約7,200円) の給料を払

う｡官吏を除けば極めて低賃金のマラヤのL11舎では,

食事付で60番の前払いというのはかなりよい条件であ

る｡

ロキアはこの中からサアドに小遣 いを渡 す｡例え

ば,先月 (7月)は10番,今月 (8月)は5Sを渡し

ているOサアドは麻雀が好きでこの金を持って勝負に

いき,またたく間に一文無しになって,ロキアにしか

られながらしょんぼりしている｡男性の権力が強いイ

スラム社会にはあるまじき光景である｡

このようにうだつがあがらない状態にはあるが,サ

アドはなかなかのしゃれ者で,結婚式のおよばれや金

曜日の礼拝 (ときにはさはることもあるが)には,上

等の服を着て背中をしゃんとのばして出かけていく｡

若いときに,サアド･ストッキングという仇名をつけ

られたという｡当時珍しい靴下をはいて歩いていたか

らだ｡

ロキアには一つの大きな目的があるOそれは表を新

築することだ｡ せっせと貯めて,既に材木を143番で

買い入れた. 総工費予算は, 3006(約36,000日)だ

が,現在のわが家よりも小さいがしっかりした家がで

きる筈である｡

彼女の料矧 ま,方法と材料とが共に限られているの

で実に単調である｡三種類くらいの魚,官と皮ばかり

のにわとり,もやし,馬鈴薯,鷲
那,あひるの卵等がその限られた

材料の大部分を構成し,これらを

油でいためるか,カレ-煮にする

かが主な料理法で,昼と夕は全く

同じ料理がでるから,1週冊もす

るとかなり閉Lコする｡これでも昨

年にくらべると昧つけなどがかな

りうまくなっている｡料理はまず

いが,話は上手なので, わが宏の

台所にはたえず近所の若い娘や老

婆が遊びに来ている｡

夕方,電気が来て扇風機が廻り

出すと,サアドとロキアは片っ端

から窓をしめて鍵をかける｡この

あたりにはときどき強盗が出没す

るからだ｡昨年8月には4人組が他の村からやって来

るのを,アロール ･ジャンブスの警察が村人の通報で

事前に知って,待ち伏せをして途中で捕えたという事

件があったし,今年の6月にはとなり村で強盗があっ

て,金持の村人が一人刺されて死んだ｡われわれは防

衛策として,銀行にいかないと換金できないと盛んに

宣伝している｡

5 われわれの調査

こちらに着いてから20日ばかりすると,日羽益/_t三氏

がやって来た｡史に10日遅れて前皿盾茂氏が到着Oわ

が家はこれで満員となり,ここで寝とまりしていたサ

アド夫婦はE3分の家から通って来るようになったO続

いて藤本勝次氏と梅田輝世さんがアロール ･スターに

来て,アロール .ジャングスのマレー班は最盛期をむ

かえた｡

口羽氏は昨年約半年にわたって当地に滞在していた

ので,アロール ･ジャンブスでは顔が広く,われわれ

日本人の代名詞のようになっている｡郵便屋が ｢クチ

バ./｣と声をかけても他の者の手紙しかないこともあ

るし,筆者などが一人で街を歩いて いて も, ｢クチ

バ｣とよぴかけられることがある｡

前田清茂氏は,中国語が達者な天理大の先生で,ア

ロール ･ジャンブスの中国人の調査をうけも って い

る｡彼の到着以来,わが家には中国人の来客が急に多

くなった｡昨年から出入している金商 (金製品を売る

写真1 水牛を使っての荒おこし｡うしろに見えるのはわが
家とマレー人国民学校｡
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店)の梅という青年の外に,精米所で働いている30過

ぎの男- シャツの肩に喪章をつけているから,われ

われは彼を ｢喪章｣とよぶ- ,中国人学校6年の洗

濯屋の息子などが常連である｡中国人との接触が多く

なると,前田氏というチャンネルを通して,彼等のマ

レー人批判がいろいろと伝わって来る｡いわく, ｢マ

レー人は怠け者だ｣,｢すぐに人の真似をして,借金を
してまで単車を買う｣,｢料理が下手なマレー人をなぜ
雇っているか｣,｢マレー人の店は品物の並べ方がなっ

とらん｣,｢マレー人の墓はまるで恰好をな して いな

写真2 魚釣りは女だけがする｡

い｣,｢マレー人は親が死んでもなかない｣等々｡言語
ち,宗教も,生活様式も全く異なる民族が,密接な経

済的関係を通じて並存するマレーシアという国はなか

なかむずかしい問題をもっている｡その中国人も決し

て完全な一つの集団ではなく,福建人と広東人,金持

と貧乏人というような互いに対立する側面をも有して

いる｡

関西大学教授の藤本氏はイスラムの研究家で,アラ

ビア語が読めるので,アロール ･ジャンブスのマレー

人から尊敬されている｡立派な体格の持主で,昨年こ

第 3巻 第 2号

の家に来たとき,薄い床がぬけたことがあり, ｢トア

ン･ジャトー｣ (落ちた旦那)という仇名もついてお

り,サアドとロキアは,こと毎に,落ちた後の彼の注

意深い歩き方を真似する｡

紅一点の梅田さん (関西学院大学大学院)がわが家

に通うようになってしばらくは,散歩にことかりて,

わが家をのぞきに来る人々が急増した｡マレー人,中

国人,男,女を問わずわが家の前をぞろぞろ歩いての

ぞき見していく｡イスラム社会では,われわれ男性が

女性にインタビューするのが非常に難しく,この頃に

なってようやく近所の女の子と短い会話を交わせるよ

うになった程度であるから,彼女の参加には大きな期

待がかけられている｡実際,到着して間もなく,彼女

はわれわれでは到底みることができない女の子の割礼

の場面に出くわしたし,村の産婆からマレー人が用い

る堕胎薬を貰って来たりした｡このおろし薬は一目み

て明響 (みょうばん)であることが分った｡

前田氏は毎日中国人地域へ,梅田さんはアロール ･

スターからバスで通って来てわが家の近くのマレー人

の宏へ,そして口羽氏と筆者は,昨年120番(約14,400

円)を投じて購入したささやかな自家用の自転車に乗

って,2マイルにわたってえんえんと続いているパダ

ン･ララン村のどこかの家へと出かけて,調査は少し

ずつ進行してきた｡

この通い馴れたバグン･ラランへの道は,ごく最近

つくられたアロール ･スターへ続く新道で,昨年は赤

土の道だったのに,今年ははば完全に簡易舗装ができ

上ったO現状のバス道路は迂回して来るので,アロー

ル ･スターから9マイルの道のりだが,この新道を通

ると,5マイルにまで短縮される｡旧道がで きる前

は,小舟で川を伝って数時間かかってアロール ･スタ

ーへ行くか,泥沼のようなところを歩いて行ったとい

うから著しい変化だ｡

便利にはなったけれども,移住と自然増によって人

口も増えて来た｡70年前には人家はきわめて少なく,

ジャングルが多い土地だったというが,今では殆んど

が水田と化してもはや開拓の余地もない｡イスラムの

相続法,あるいは子供に土地を均分するウレーの慣習

法に従って,マレー農民の土地は次第に細分化される

し,土地のない農業労働者もかなり発生している｡

中国人とても例外ではなく,アロール ･ジャングス

は既に満員で,アロール ･スターへの通勤者が多く生
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じて来た｡

昨年は向いのマレー人国民学校からめったに歌声が

きこえなかったが,今年は,金曜日のコーランばかり

でなく,オルガンなしで歌うので少し調子が狂っては

いるけれども,斉唱がさかんに聞えるようになった｡

アロール ･ジャングスのテレビ所有者も,3人めが

現われた｡

マラヤにおける農村の変化は激しい｡われわれの宏

が,マラヤ産の木材,スェ-デン製の合板,日本製の

トタン板で成り立ち,その中では マレ- シア, 冒,

塞,英,独,仏,オランダ,オー

ス トラリア,香港,中共等の製品

で生活が営まれているように,都

市から,外同から,物質的ばかり

でなく精神的にもどっと新しいも

のが流れ込み,JIT:民は何らかの形

でそれに封処せねはならぬ｡その

変化の一場面で,われわれの調査

は行なわれているのだO

あと20Llもすれば,藤本,前田

(活),梅田氏 史に口羽氏がここ

を去るOそして筆者も9月末には

アロール ･ジャンブスを離れ,マ

ラヤ班は,プロト･マレーの集落

で別行動をとっている前田成文氏

を残すのみとなる｡目下,人々の関心は,われわれの

家財道具の処理にむけられており,ベッドを買 いた

い,自転車を買いたいという希望が,下男夫婦を通し

てまい込んだりする｡

調査は次第に終りに近づいてくる｡こうしてu三め得

た限られた質料から,この社会をどこまで分析して再

構成することができるだろうかOともかく最吉を尽く

すつもりである0

1965年 8月8ロ

アロール ･ジャンブスにて

写真3 結納式に集まる人々｡
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タイ国水田の植物栄養学的調査

福 井 捷 朗
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1は じ め に

今年度の調査期間は,今年の7月から翌年,1月末

までの7ケ月の予定でありますが,実際には,昨年一

年間,バンコクの農業大学 (カセツァート大学)へセ

ンターの第一回留学生として滞在しておりました関係

上,今回の調査研究の準備はすでにほぼ完了 してお

り,一部は今年の5月はじめより着手することができ

ました｡

2調 査 の 概 要

今年度の調査内容を最も忠実に表わすと思われる題

は,一口にいうと ｢タイ国における代表的水田土壌の

窒素変遷の経時的調査｣とでもいえまし ょうか｡以

下,現在行なっていることを順に説明いたします｡

まず,多かれ少なかれタイ国の水田を代表すると思

われる水田土壌地帯4ヶ所を選び,各地にひとつずつ

と,さらにそのうちの1ヶ所では,普通の一期作水口

と二期作水田との2ヶ所,結局,合計5ヶ所に実験用

の圃場を選定いたしました｡それらは以下 の通 りで

第 3巻 第 2号

す｡

(1)略号BK:BANGKHENRICE EXPERIMEN-

TALSTATION バンケンというのはバンコ

クの空港とバンコク市とのはば中間にあたる

ところにあり, 農業大学や, 農務省関係の試

験研究機関のあるところです｡ここの土壌は

BANGKOK DARK HEAVYCLAY と従

来,呼称されて来たものであり,タイ中央平野

の水川地帯の一つのタイプを代表するものと考

えました｡

(2) 略号 DC:DOUBLE CROPPINGの略で(1)の

試験場の北方約1キロにある農家の田んぼで,

ここでは局部的ですが,毎年二期作を行なって

いるので,一期作との比較という意味で加えま

した｡今年は5月5日に移植,8月8日に稲刈

(OFFSEASON)でした｡ OFF SEASON

としては,やや遅すぎると思われます｡

(3) 略号 RS:RANGSIT RICEEXPERIMENTAL

STATIONバンコックから北へおよそ 50km

ほど行ったところにあります｡酸性土壊地帯に

あり,試験場内は移植栽培ですが,附近は厄播

が普通である地帯です｡飛行機で日本から来る

と,丁度この上空あたりを通りますが,この附

近一帯はタイでも一番早くから規則正しい磯波

用水路が設けられ 稲作国タイの印象を強く受

ける人が多いようです｡試験場は幹線用水路沿

いにあり,渡し舟を利用せねはなりません｡

写真1 水牛を使っての耕起 (タイ中部)
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(4) 略号LB:LOPBURIの略で,

バンコクから北へ約 150km

の LOPBURI県県庁所在地

の同名の町の 1km ほど南

にあります｡附近には奇怪な

かっこうをした石灰岩の山が

あり,土壌 も LOPBURIC

LAY と呼ばれる石灰質土壌

で,買黒の中性を示す土壌で

す｡この土壌の占める面鏡は

それほど大きくはありません

が,他との比較の意味も含め

て実験地のひとつに入れまし

た｡

(5) 略号 KK:KHON KAEN の



ダ イ 国 水 田 の 植 物 栄 養 学 的 調 査

略で,ここには稲作試験場があるのですが,あ

まり余裕がなく,しかも無施肥の｢Rんはがない

(1) 土壌の各層の酸化還元電位｡

(2) 水素イオン濃度 (pH)

(3) 植物の捷育状況 (高さ,茎葉

数,穂数)

(4) 土壌,水,気矧 空

(5) 水 深

(6) 水の浸透状況など

〔B〕 持ち帰った試料について分折

すべき項目｡

(1) 土壌分析 :原土アンモニア態

及び硝酸態窒素合Er:.

風乾十全窒素昂二

乾十湛水アンモニ

ア/t三成景

(2) 植物分析 ･.裾 郡 上の窒:i′主合有
_!∃.
1i&∵

(3) 田面水分析 :全窒-Ii,3合有景
これらのうち,(2)の植物分析はこちらでは試料の調

薬だけにとどめ,帰r耶灸分析する予定でありますo
以 仁の頃日以外についても,他の無機イオンについ

ての土壌及び植物体の分析は相同後すべて行なうこと

にしております｡

どうしてもこちらで分析せねばならないものは,莱

穀局技術部の実験室の一室を借用して行なっておりま

すが,もっともこの米穀局抜術部 (RICEDEPART-

MENT, TECHNICAL DIVISION)というのは農
業大学のキャンパス中にあり,留学当時からしょっち

ゅう往き来していたところである上, FAOのエキス

パー トとして米穀局に昨年来,勤務しておられる日本

の農業技術研究所の高橋治助博士のひとかたならぬお

薬品類はもちろん,土壌採取用の特別の道具なども附

IrlT:工場であつらえたりしてもらっております｡

各実験地での調査は原則として 2週間毎に行なって

おります｡このようにして,それぞれの実験圃場にお

ける土壌,植物体,田面水中の窒素の分布を稲作シーズ

ン全般を通して経時的に見ることができますし,さら

に土壌中の窒素については,その植物根にとっての可

吸性によって形態別にその量を知ることができます0

3調 査 の 意 義

次の二つの点から見て興味あるものと思われます｡

写真2 円槽,正条棺はしない 〔タイ東北部)

ので,試験場に隣接する農′表の所有地を一年契

約で借用することにしました｡ここはバンコク

からはるか5()Okmもはなれたタイ東北部で,住

民はラオス系で,貧しいといわれている地帯で

す｡村落調査に来ておられた当センターの水野

浩一氏の部落もこの近くにあります｡土壌は砂

ifri-で,極度の燐酸欠乏で,下層に岩塩層がある

場合が多く,乾期には地表に析仕け る時もあり

ます｡pH は乾期の表土で6.0程度です｡東北

部は一般に貧しいということと,ラオス国境に

近いことなどのためもあって,政府の政策の重

点がここに17;:かれ 米穀局関係も特にこの地方

の技術指導に力を入れている関係もあって,少

し違いのですが,実験の対策としました｡バン

コクからの道路･はアメリカの援助によって出来

た素晴しいもので,京都,東京17月の距離に匹敵

するところを5-6時間で来てしまいます｡

以上の5ヶ所のそれぞれには,5-7米四方の区画

を一枚の田んぼの中央部に設け,それを実験の調査の

対象とします｡今年度はさしあたり,大部分のタイの

水｢桐 ミそうであるように無施肥栽培を従来通りの栽培

法で行ない,このような自然条件下での植物養分の変

遷を調べることにしました｡

調査すべき項目は以下の通りであります｡

〔A〕 現場においてiFtlこちに調査できるもの〔
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(1) 植物の生育が植物自身の各要素に対する栄養要

求性と,土壌などの環境から供給される養分の量との

バランスの上に立っているということ｡つまり,水稲

の方としては,それぞれの品種の特性に従って,生育

各時期によって養分要求性が変化し,また吸収された

養分の植物体内における意義もそれに応じて変化して

行くものであり,土壌やFJ]面水から供給される養分最

ち,特に水田のような湛水処理を行うところではその
年間変動が大きいと予想されます｡ことにタイ国のよ

うな雨期,乾期の区別がかなりはっきりしている場合

には,少なくとも窒素の供給量は興味ある変化を示す

と思われます｡今年度の調査項目によれば,主として

後者,すなわち土壌の養分供給量の季節変化を追跡し

て行くことになります｡

(2) 東南アジアの水口のほとんどが,無施肥栽培で

あり,その上,畑地農業に見られるような輪作形態も

ほとんど発達していないにもかかわらず,幾世紀にも

わたり,口本の平均収量とは比ぶべくもないにせよ,

とにかく一定の収量を毎年あげて来ている事実の原因

は,養分の天然供給量と植物による吸収量とが平衡状

写真3 稲刈,まだ水は引いて
いない (タイ中部)

第 3巻 第2号

態にあるからだと云えましょう｡この天然の窒素供給

量の給源を完全に解明することは,はなはだ困難なこ

とだと思われますが,まずその実態を詳細にわたり把

握することが必要です｡本調査の目的のひとつはここ

にあります｡

これらの2点を目的とするにしては,今年度の調査

項目はきわめて不充分ではありますが,ます手はじめ

として,もっとも基礎的な数字を着実に掴みたいとい

う気持でおります｡

4今後 の 見通 し

まず,今年度と同じ調査を同一地点であと2回は繰

返すことが必要であります｡一年一回の実験を一年だ

けで終らせては信頼度のあるものとはいえません｡そ

れと同時に,前述の二点に沿って,間口の方も拡げて

行きたいと思っております｡すなわち,

(1)に関しては :さらに精密な植物の吸収量,つまり植

物の葉位分析,インド稲の植物栄養生理的特性に

ついても手をのばしたいと思います｡と同時に,

もう一方の土壌の養分供給量についても,施用さ

れた肥料の湛水土壌中での行方を追跡していく方

向へも調査範囲を拡げて行きたいと思っておりま

す｡これは実際の施肥技術確立の上で参考になり

うるもので,タイの技術者,研究者たちにとって

も益するところがあると期待しています｡

(2)に関しては :天然的な養分供給力のうち最も問題と

なる窒素について,その固定能を持つ微生物の質

的,量的探索をやはり経特約に追跡できればと思

っております｡

5お わ り に

調査地点は,タイ中央部と東北部に散ってはおりま

すが, 2週間毎のサンプリング行をのぞけば,あとは

バンコクの研究室で専ら分析にたすさわっている関係

上,バンコク連絡事務所には,ほとんど毎Uのように

顔を出しております｡

今年は雨の降りはじめは特に遅いということはない

ようですが,その後の雨量が十分でなく,各地で水不

足が問題となっているようです｡実験地のひとつであ

る KHONKAEN では局部的に降雨がなく, まだ田

植もできない有様で,なかには村をすて他地方へ離散

していく農民も出て来ているようです｡

(1965年8月10日記)
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1.は じ め に

日本をはなれてから一年以上の月日がたつ｡昨年の

6月20口わたくLは,京大東南アジア研究センターか

らの留学生として,アメリカへやってきた｡最初の2

ケ月間は,AmericanEconomicAssociation主催

の Economicslnstituteという外国人留学生のため

のオリェンテ-ション･コ-スに['月席するため,コロ

ラド州の UniversityofColorado に滞在した｡9

月以降は,ニュ-ヨーク州の Corne11Universityに

うつり,そこで1964年の秋学期と1965年の春学期をす

ごした｡以下は,この一年間におけるわたくしの留学

生活のかんたんなレポ- トである｡

2.Economicslmstitute

Economicslnstituteは,1958年に, American

Economics Associatjon が主催者とな り, Ford

Foundationの財政的援助のもとに発足したものであ

る｡アドミニストレーションは,Instituteoflnter-

nationalEducation(Ⅰ.Ⅰ.E.)が受けもっている｡

この機関の設立主旨は,外国の学生が,米国の大学

院で学ぶために必要な,経済学および農業経済学にた

いする中門的知識を準備するため,とされているOわ

たくLが出席したのは,その第7回目の講習会であっ

た｡プログラムの内容は,大別して,①経済学の基礎

理論についての講義,㊥英語の トレーニング,④アメ

リカの大学制度,アメリカ経済学の紹介,④数学,㊥

レクリエーション,その他であり,世界各国からあっ

まった約60人の学生は,大学の寄宿舎へ合宿して,こ

れらのプログラムに参加した｡学生の出身国はさまざ

まだったが,そのほとんどが,ラテン,アメ リカ諸

岡,来所アジア諸国,アフリカ等,いわゆる低開発諸

国から来ていた｡日本からは,沖縄をふくめて,7人

が参加していた｡

①の経済学基礎理論は,前半は macroeconomics

後半はmicroeconomicsで,SamuelsonのHEcono一

mics"程度の授業が,毎日おこなわれた｡㊥の英語 ト

レーニングについてはとくべつ書くまでもなく,英語

をよりよく｢読み,書き,話す｣ためのレッスンであ

る｡①,④は1クラス10人位ずつのグル-プに分けて

行なわれたo④は毎E]1｢札大きな教室で,講演形式で

行なわれた｡これには,ミシガン大のK.E.Boulding,

エ-ル大のN.W.Chamberlain,シカゴ大の H.G.

Johnson,ヴァンデルビル トの A.M.Tangなど,

日本でも, よく知られた Professorたちがぞくぞく

と顔をみせたo

Economicslnstitute でおこなわれた経済学の講
義‥講演の特徴は,それらがすべて,いわゆる近代経

折学のものにかきられていたことであろう｡批判の対

象として引き合いに川されることはあっても,マルク

ス経折学の説明といったようなことはなされなか っ

た.そして,授業中しばしば今までマルクス維所掌を

学んできた者とプロフェッサーとの｢制こ,はげしい議

論がひきおこされた｡④の数学は,経済学の基礎的な

用具となる部分についての講義がなされた｡蓬)のレク

リエーションとしては,近くのロッキー山脈や,ゴー

スト･タウンへのバス旅行,フォークダンスなどがあ

った｡

あっまった学生たちの言動には,やはり出身国の色

彩がにじみでていたようである｡ラテン･アメリカの

学生は概して,よくしゃべり,よくさわいでいた｡政

情不安定な岡からきたものほど,政治的な議論をよく

していたようである｡東南アジアでは,タイ,インド

ネシアからそれぞれ5人以上きていたが,いろいろな

意味で対照的だった｡タイの連判ま食堂などでグルー

プをつくっても,もくもくと食事していることが多か

った｡インドネシアの学生たちはあつまると大変にぎ

やかであった｡タイの連中は,あまり政治的な話を好

まず,いわゆる世間話という感じの会話が多かった｡

それにひきかえ,.インドネシアからの学生は,ナショ

ナリズムむきだLで,よく政治的な議論をしていた｡

かれらにとってスカルノは大きな存在らしく, ｢羊の

ようなアメリカ人｣の筆者レ～デラ-が,スカルノの

批判めいたことをいったために,インドネシアからの

学生にかこまれてつるしあげられるというシーンがあ

ったという｡レクリエーション･プログラムのひとつ

として,臼分達の回をいろいろな軸受から紹介するシ
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ヨーがあったが,それもインドネシアの学生がまっさ

きに買って出た｡われわれ日本から来たものも,戦後

日本における経済成長の分析や,さくらさくら,花,

の斉唱などをして好評だった｡われわれは,沖縄から

来た人も含めてやったのであるが,よく沖縄と日本と

の関係を外国の学生たちから聞かれた｡日本人があん

がい無関心でいるうちに,沖縄はどんどん一人歩きし

はじめ,かえって外国人のほうが,それの持つ重要性

をするどく把握しているように感じられた｡

3.コーネル大学,概要

コ-ネル大学は,1865年に創jTJされた｡だから今年

第 3巻 第 2号

れるのであるが,この両者のもつ雰囲気は,かなりち

がうようである｡ひとくらでいえば,lowercampus

は,｢よりアカデミックな｣感じがし,uppercampus
は｢よりプラグマティックな｣感じがする｡またNew

YorkStateからの莫大な財政援助のおかげで,upper

campllSは金回りがよく,lowercampusは,とく

べつのところをのぞき金回りがよくないのだという｡

だから,｢どうしても奨学金をとりたかったら upper

campusをねらえ｣ とはよくいわれている｡ もっと

ち,最近は,stateと privateが複雑に入りまじって

きているようだから,極度の一般化は危険であろう｡

つきにコーネルの特徴としてあげられ るのは,

写真1 コーネルのキャンパス
(右手正面 UrisLibrary,左手正面 OlinLibrary)

が創立100周年となる｡100年目の誕生日を記念して,

さまざまな行事がもよおされた｡世界中のいろいろな

大学からのお祝い状が図書館のちんれつだなにかざら

れ そのなかには,東大大河内教授,京大奥田教授両

総長からのお祝い状もまじっていた｡コ～ネルのもっ

とも大きな特徴は,privateschoolとpublicschool

の共存ということにあるだろう｡コーネルのキャンパ

スは,大へん美しいこととともにスロープがきついの

で有名であるが, ArtsandScience を中心とする

privateschoolはスロープの下の方に位吊し,Agri-

culture,HomeEconomics,IndustrialandLabor

Relationsなどの stateschoolはスロープの上の方

に位置している｡そこで,privateschoolは "lower

campllSHStateschoolは "uppercampus"とよは

graduateprogram と under-

graduateprogram両方に,相応

のウェイトがかけられていること

である｡最近のアメリカの有名な

大学における undergraduate軽

視の風潮は一般的であり,under一

graduateの講義はfuHprofessor

がやらず, graduate assistant

がほとんどもつというようなケー

スさえある,と聞いているが,コ

-ネルは stateschoolをもつた

めか,undergraduate の教育も

相当熱心におこなわれている｡口

本における graduateprogram

の貧弱さは,目にあまる ものが

あるが, こちらでは graduate

school のよしあしが大学の研究

活動を評価する基準になっているから,大きな大学で

はどこでも graduateschoolは大切にされているよ

うである｡コ-ネルには,いくつかの図書館が ある

が,その総元締である 01in Library は graduate

studentのための図書館とされているOコ-ネルにお

いては,undergraduate も大切にとりあっかわれて

いると述べたが,それはあくまでも教育という見地か

らで,研究ということになると, undergraduateの

学生は,特別な許可がないかきり,01inLibraryの

書庫には入れず,その他さまざまな制限が加えられて

いる｡ コーネルの学生は,毎年約12,000人とされて

いるが,そのうちundergraduatestudentは約9,000

人,graduatestudentは約3,000人とみなされてい

る｡
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さらに,もうひとつコ-ネルの特色をあ げてお こ

う｡それは,外国人学生がかなり多いということであ

る｡他の大学の実情は知らないから,これが特筆すべ

きことであるかどうかは知らないが,とにかくキャン

パスを歩いていても,よくいろいろな人種にあう｡こ

れはコ←ネルが,internationalなプログラムをたく

さん持っているということにも原因しているで あろ

うO外国人学生の数は毎年約 1,000人,全学生数の約

1割にあたり,かれらは,85ケ岡からあっまって来て

いるとされている｡

4.コーネル大学,SoutheastAsiaProgram

コ-ネルにおけるアジア研究の中心 は, Dept.of

Asian Studies である｡しかし,この学部は,わた

うるまでには成熟していないようである｡あるいは地

域そのものを研究対象とする学問は,アカデミックな

分野として独立しにくいのであろうか｡ ともあれ,

°ept.ofAsianStudiesは,機構としては存在して

いても,実際的な活動は,そのなかにふくまれるさま

ざまなプログラムによって遂行されているということ

ができよう｡

現在,コ-ネルの Dept.ofAsianStudiesは,

3つの大きなプログラムをもつ｡China Program,

SouthAsiaProgram,SoutheastAsiaProgramで

ある｡このうちもっとも activeなのは,Professor

Kahinを DirecterとするSoutheastAsiaPI･Ogram

である｡このProgram が中心となって干腑 す̀るほう

大な出版物については改めて述べるまでもないであろ

写真2 Dept.ofAsianStudiesのあるFranklinHall

くしのみたところでは他の学部と,ちょっと様子がち

がうようである｡たとえば,ph.D コースの学生は,

特別な場合を除いては,Asian Studies を major

subjestとしてえらぶことはできない｡だから,Dept･

ofAsianStudiesに属する学生は,ほとんどまた他

の学部にも所属しているわけである｡°ept.ofAsian

Studies も他の学部と同様, 白分の建物をもってい

る｡しかし,Asian Studiesの建物に Officeをも

っている professor は非常に少ない｡ 現在, 学部

長の ProfessorSmithでも,ほとんどは Dept.of

Anthropologyの officeにいるという貝合である0

それこれを考え合わせてみると,Asian Studjesと

いう学問は,アメリカにおいても,まだ自律性をもち

う｡このProgramは,luncheon

meeting と称して,毎月Irl11研

究会をもつ｡ これ は, CorneH

ModernllldonesiaProjectの

建物でおこなわれており,この会

で,SoutheastAsianProgram

のメンバ-が顔を合わせることに

なる｡この会の昨年度の Iecture

と して は, Prof. Sharp の

Northern Thailand の field

work に関するもの Professor

Johnsのインドネシア文学および

歴史に関するもの,Dr.Daniel

S.Levのインドネシア印象記,

Dr.Tugbyのインドネシア社会

の socializationに関するもの,Dr･FatherCal'rol

のフィリッピン径間発展における危機についての も

の,等々があった｡SoutheastAsian Program で

は,各学期に一つずつ東南アジアの特定の国をいろい

ろな面から検討するセミナーをもっている｡1964年の

秋学期には,Malaysiaが予定されていたが,これは

行なわれず,1965年の春学期には,PI℃f･Sharpが

中心となって Thailand についてのセミナ-がもた

れた｡

コーネルのSoutheastAsianStudyをとりあげる

ときに欠かすことのできないのは,東南アジア関係の

データの豊富さであろう｡東南アジアのみならずアジ

ア関係の苫籍,データは WasonCollection として
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01inLibraryのなかに特別に管理されているが,タ

イ,マラヤ,インドネシア,フィリッピン等,東南ア

ジア諸国に関する蔵書は大変多く,偉容を誇 って い

る｡そして,graduatestudentならだれでも自由に

Collection のなかに入り,利用できるようになって

いる｡SoutheastAsia のものに比較すると South

Asia,FarEastに関する資料はあまり多くなく,ま

た,整理もよくないようである｡日本関係の資料など

もかなりたくさんあるのだが,未整理のまま,放置され

ているものが多い｡これも,コーネルの AsianStudy

においては, SoutheastAsia が圧倒的に重視され

ていることを物語る一つの例 で あろ う｡Southeast

Asia という地域のなかだ けでみても, Sharp-

Anthropology-Thailand,Kahin-Government-

Indonesia,Golay-Economics-Philippine,Echoュs

-Linguistics-Indonesia というラインに削っての

一種の系列化が進んでいるようである｡だから,この

系列にうまく合うような areaと subjectをもって

いないと,よい指導者,よいデータを得られないとい

うこともおこりうる｡ SoutheastAsia 以外では,

Skinner-Anthropology-China,Smith-Anthro-

pology-Japan というのが,強力なラインとして考

えられるであろう｡

SoutheastAsianProgramは,アカデミックな活

動だけでなく,しばしば啓蒙的な催しにも参加する｡

昨年度は,ヴェトナム問題に関し,有識者を あつ め

て,ヴェトナム ･ウィーク･エン

ドと称する一連の講習会 を も っ

た｡また,Prof.Kahinは ｢ヴ

ェト･コンは nationalism の勢

力である｣という認識のもとに,

"teach-in" とよばれる学生の

集会などにも出て来て,ジョンソ

ン政策批判の陣頭にたっていた｡

よく,東南アジア研究の方法に

関して `̀CornellSystemHという

言葉が使われる｡あたかも,それ

が非常に完成された統一的な方法

であるかのように｡しか し実体

は,いろいろな思想傾向とさまざ

まな方法をもった学者達の,それ

こそ非統一的な集まりのようにみ

第3巻 第2考

える｡そして,一見統一的な機構をもちながら,その

内部で,ひとりひとりの学者の個性と理念と方法がぶ

つかり合っているというのがCornellAsianStudies

の現在のすがたではないかと考えている｡

5.コーネル大学,InternationalAgriculural

DevelopmentProgram

前項の SoutheastAsiaProgram は, コーネル

全休のプログラムである｡もっとも,Anthropology,

Linguistics,Governmentなどが重視されているか

ら,lowercampusが中心となったプログラムとみ

ることができよう｡これに対して,uppercampusの

一つの代表である CollegeofAgricultureが中心

となって組織している海外研究の中に, この Inter-

natjonalAgficulturalDevelopment.のプログラ

ムがある｡ これには, AgriculturalEconomics,

Agronomy,Agricu一turalEngineering,Entomo-

logy, Nutrition,Pomology, RuralEducation,

RuralSociology,VegetableCropsなどの学部が

参加し,東南アジアのみならず,ラテン･アメリカ,

アフリカなどをふくむ,いわゆる低所得国全体につい

ての研究計画を進行させている｡財源は主 として,

New York Stateからである｡わたくしの属してい

る Dept.ofAgriculturalEconomicsでこのプロ

グラムに関係あるコースを列記しておこう｡

1. EconomicsofAgriculturalDevelopment･

写真3 Dept.ofAgriculturalEconomics
のある WarrenHall
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2. Farm OrganizationintheUnited States

(forforeignstudentsonly)

3. Seminaron ComparativeRuralGovern-

ment

4. SeminarontheEconomicsofAgricultural

Development

5. SeminaronLatinAmericanAgricultural

Policy

6. SeminaronEconomicsofTropicalAgricuL

ture

1.にはわたくLも出席したが,若手の ホープとみ

なされている AssistantProfessorMellorの熱心な

講義が好評だった｡この他,°ept.ofAgricultural

Economicsからの AssistantProfessorPoleman,

AssistantProfessorLuykxなどの若手により,プ

ログラムは推進されているようである｡なお,Dept･

ofAgriculturalEconomicsは FordFoundation

からの grant を得て,来年度から,Low lncome

Region に関する独自のプログラムをもつことになっ

ている｡

6.あ と が き

アメリカの graduatestudentsは,一般によく勉

強する｡ひとつには,よく勉強していい成績をとらな

いと勉強をつづけられなくなるからで ある｡ fellow-

ship,scholorship, assistantshipなどは,ほとん

ど成績に準拠して決定される｡ だから ph.D コース

の学生は,平均点85点以 ヒとるために,マスター ･コ

-スの学生は車均点 80点以上とるために,夢中にな

って勉強する｡あまり,成績が悪いと放校される｡こ

の場合,徴兵制度のもたらす心理的影響 も大 きい｡

GraduateSchoolの fellowship は,平均点90点以

上あってもなかなかもらえないのだそうである｡この

ため,学生達は,しばしば自分の興味のあるコースと

いうより,点をとりやすいコースをとることとなる｡

この傾向は,アメリカへ来たばかりのわたくLには大

変奇妙なものに映った｡これはアメリカの大学院制度

のもつひとつの欠陥なのであろうが,学生達は適当に

自分に興味のあるコースと点のとり易いコースを組み

合わせてやっている｡わたくLも第二学期目にはこの

事を用い,成功した｡

かれらは勉強するわりにはまたよくあそぶ｡ウィー

クエンドはほとんど勉強せず,自動車を走らせてどこ

かへ消えてしまう｡ 勉強の時間とレクリエーシ ョン

の時間をたいへんはっきりと区別している｡ と くに

undergraduateの学生に, この傾向は強いようであ

る｡ 比較的政治に関心がないと考えられて いるアメ

リカの学生も, ヴェトナム問題では, かなりエキサ

イトし,コーネルでも,しばしば講演会,すわりこみ,

デモ行進等があった｡もっとも話題を呼んだのは,翠

事教練を受けた学生達の総長閲見式に,ヴェトナム戦

争反対の学生達がすわりこみをかけた串件だった｡わ

たくしの研究室にも一人ヴェトナム問題に大変熟JL､な

アメリカ入学生がいて,よく議論をたたかわせていた｡

かれは自分達の前の世代を, "silentgeneration''

と呼び,自分達の世代がこれからのアメリカをうごか

していくのだと熱心に説いていた｡コ～ネルだけでな

く,こうした "angry generation"の活動は現在の

アメリカにおける一つの風潮であるらしい｡もっとも

ヴェトナム問題に関する知識人 ･学生の声は,ジョン

ソンの強力な政治力によって,黙殺されつづけている

ようであるが｡

一年という月日は,またたく皿にすぎた｡わたくL

は,来年度もコ-ネルで勉強をつづける予定でいる｡

アメリカという,とにかく巨大な握とんのなかで,最

大限のものを吸収しながらも,自分を失なわず,着実

に歩いて行きたいものだ｡

- 1965年8月-
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前 田 成 文
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1 マラヤにおける原住民の位置づけ

マラヤにおいて,いわゆる原住民が政府の注意をひ

さだしたのは,1948年から10余年続いた共産党員のゲ

リラ戦以来のことで,それ以前は僅かにベラ州に原住

民保護の機関があっただけであった (そのせいかタイ

ピンにある博物館の原住民- 主にネダリト系,セマ

ン系- のコレクションは素晴らしい). コミュニス

写真 1 川を遡る Mohammad氏

卜がジャングルに入りそこを拠点として活動 す る.の

で,政府はジャングルやその周辺に住む住民を強制的

に移住させて,完全に監視のできる新しい村を作った

わけである｡ジャングルに住んでいた原住民も大方は

何らかの形で Re-settledされて,政府の援助,保護

を受けることができるようになったわけである｡ (今

年の6月,サラワクでも Kuching-SeI･ianRoadの

約8,000人の中国人が強制移動させられ,彼らの福利

に関して以前の生活より良くなったのか悪くなったの

かが,論議されている｡)

現在のマラヤにおけるWelfareoftheAdorigines

はFederallistの中に入っており,実際には Federal

の MinistryofLandandMines の下の Aborト

ginesDepartmentが一切を処理していて, マラヤ

の各州に連邦政府役人が配置されている｡但しこれは

マレー半島のみで,束マレーシア (ボルネオ地域)で

は, すべての先住民を NativePeopleと称して,マ

ラヤにおけるマレー人の場合のように,彼らの生活慣

習･慣習法などの取り扱いは各州に任されている (Su･

pplementtoStateListforBorneoStates)｡ 尚,

マレーシア成立後の統計では,マレー人をも含めた先

住民全体という意味で IndigineousPeople という

語を用いるようになった｡

マレー語では AboriginesというのをOrangAsli

といい,Aborigines°ept.も JabatanOrangAsli

と公称されている｡ Asliというのは貢性のとか,本

来のという意味の語である｡マレー人は,このOrang

Asliを Jakun,Semang,Sakaiなどという風に区

別して呼ぶが一般にそれらの語は程度の低い民を指す

蔑称と受けとられ,原住民自身は直接そう呼びかけら

れることを好まないと聞く｡しかし従来からこの3つ

の語を用いてマレー半島の原住民を3分することが行

われているが,必ずしもその呼称の仕方が一定してい

るというわけではなく学者によって異なるようであ

る｡この3人種は普通,ネブリト系 (セマン族), グ

エツドイド系 (サカイ族),プロト･マレー人(モンゴ

ロイド)系の3つであると言われる｡しかし混血の度

合は大きいようで異論のないわけではない｡Jabatan

OrangAsliでは, これらの OrangAsliを20名の

グル-プに区別して扱っている｡主として言語の相違

によると聞く｡(北から,Kensien,Kintak,Lanoh,

Jahai,Menriq,Temiar,Semai,Bateq,Semoq

Beri,Jahhut,Chewong,Temoq,Semelai,Te･

muan,Belandas,Man Meri,Jakun, Orang

Kanaq,OrangLaut(orOrangKuala),Orang

Seletar)

1947年と1957年とのセンサスでは,原住民の数は次

のようになっている｡(1957CensusReportNO.14)
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＼ 年

昼翠 二 二 _二

NegrltO

Jakun

Semai

Semelai

Temiar

Other

Total

東 南 ア ン ア 研 究

表 1 原住民センサス

l 1947 1957

1

9

7

5

ハ

U5

3

ソ】
ワ】
6

1
5

9

4

り】
1

72

ワ
】
7

7

1

69

841

4213

12451

2821

9408

11626

34717 41360

2 原住民調査の手掛りを求めて

これらの内北部に住む原住民の調査はかなり行なわ

れてはいるが,南部に住む原住民は比較的等閑視され,

私の知る限りでは学術的なレポー トはない ようであ

る｡マレー人のコミュニティを理解するのに,このプ

ロト･マレ-人と呼ばれる人種の社会を理解する必要

が痛感され,とくに一般に双系的といわれる彼らの親

構造といか族組織が実際にいかに働いて,

全体の社会に結びついているかが問題とな

る｡OrangAsliの村を選択した理由は,

彼らの社会構造の記述的なデ-タを得るこ

とと同時に,彼らとマレー人あるいは他の

地域 (ボルネオ･スマ トラ)のプロト･マレ

ー人との問に continuity あるいはdisco

-ntinuity兄をつけ出したいからであった｡

JabatanOrangAsliのCommissioner,

lskandarYusoffCarey博士(人類学)の

紹介により,ジョホール･バルーの Assis-

tantProfessor,MohdShariffb.Mahd

Noor氏に会い, そこから目的の地エソダ

ウ川流域担当の Penolong OrangAsli,

Mohamadb.Tohid氏の協力を得て,最

初の部落訪問 を した｡ (地図参照｡ 尚,

AtlasofSoutheastAsia の P.20の

Elldaiは誤りで, 従って, Index にも

Endaiが記されているが,両者ともEndau

に訂正されるべきである｡)

エンダウ川はパ-ン州とジョホール州と

の境界の一部にもなって いて,川口に は

Padang Endauという小さな町がある｡

(エンダウ区の人口,5,600人,エンダウの

第3巻 第2号

町のみ,2,675人,1957Census)少し前迄はこのエン

ダウ川の支流 SungaiSembrongに日本の鉱山があっ

たそうだし,またエソダウの北のRompinでは鉄鉱山

が今でもあるということである｡.このエソダウ川の源

流は,3,398フィー トの高さの GunongBesarから

流れて多くの支流をあわせて東海岸に出てくる｡この

G.Besarの西側にも, Labisの近くにジ1･クンの

部落があるという｡JabatanOrangAsliで Jakull

と呼ぶのは,パ-ン州南部の一都,ジョホ-ル,マ ラ

ッカ,スブリ･スンピランに住んでいるPro卜Malaya

の1グループを指す｡ユングウ川流域には約8つ程の

ジャクンの部落が川桁いにあるOその内ジョホ-ル州

側には5つの部落があり,今度の調査の対象となるの

はこの5つの部落が中心である｡

部落といっても,小は8戸,大は31戸の小さな集落

で,すべてあわせても1007了という位であるから,鍋

査には好都合の所である｡

図1 エンダウの所在
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表2 5つの部落の戸数と人口

宜 ).r･; ･･･ I( .:: H. 't
Labong

Jorak

TgTuan
Punan

Peta

31

30

14

8

17

こしらえてあるのは, この部落だけである｡ Rotan

口 が川沿いに一杯干してある｡ちょうどこの部落のBa-

女 ) 計 tinが町に Rotan を売りに行って不在であ ったの
79 75

75 61

Mohammad氏調べ 1965-5-15現在

3 各部落歴訪

まず PadangEndauか

らモータ-ボ-トで2.30分

行った所に SungeiLa-

bong という支流が左手に

流れていて,その川沿いに

Labong部落がある｡部落

良 (Batin)の Selaは4

154

131

62

50

85

BtPeta
▲ KgPeta

-50才位であろうか｡シレ

で口をまっ赤にしている｡ここにはすでに学校が立っ

で,ここには長く滞在しなかった｡しかし町からの遠

.也

r'ji/i＼

mentelong

KgTgTuan

ており,今年は政府の援助でドリアンの木の栽培を始 KgPunan

めるというOこの部落には水路の外に陸路でも来るこ

とができる｡交通の便などから考えても一番町との接

触が多い｡Mohammad氏に言わせると,上流の部落

に比べてやや怠惰だとのこと｡

この部落から上流に湖ること約1時間程で,左岸に

点々と小屋が見え出す｡Jorak部落である｡船着場を
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写真2 部 落 の 家 々

う

KgJorak

TanallAbal一g

図2 エンダウ地区

の樺細

さ,上流の村への近さ,洪水の心配が

ない小商い所に位置していること,

他の部落より明るい清潔な感じを受

けたこと,Shariff氏もMohammad

氏もここを推せんしてくれたことな

どから,まず最初の根拠地はここに

置くことに決定した｡

Jorak部落から更に1-2時聞-

モ-ターボートのス ピードに よる

が,政府のこのモーターボートは7

年前のもので故障につぐ故障で2時

間もかかった- した ところに,

Punan 部落という8軒からなる小

部落があり,Mohammad氏と私と

は一夜をここの Batinの家で過す
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ことになったo

Labong部落を除いて井戸を削っている部落はない

ので,そおっと川のなるべくまん申の方にいって水を

汲み,それを持参のヒ-クーで沸かして,お茶 を作

るo Batin氏が家から持ってきたマレ-の菓子も出

る｡日も暮れると, ランプをともし, 再び Moham-

mad氏は川にでて晩飯を用意する｡ カンヅメなど持

参したが,被が豪からもってきたカレ-で十分 だ っ

た｡彼は,この職につく前 (すでに10年余りたつ)に

は,ジャングルのコミュニスト狩りの兵隊だったそう

で,足をうたれてびっこになって以来現在の職にはげ

んでいるOコミュニス トとr刊吐人とは彼の嫌悪の的で

あるo非常に勤勉でしかも明るい人柄で,部落の人と

膝をつきあわせて因ったこと,問題になること等を閲

いてやり,良き相談相手になって,

部落の人の人気もも上々というところ

である｡この夜も遅くまで,どこま

でがこの Batin の土地かというこ

とを話しあっていた｡

口が暮れると同時に,BatiIl夫妻

とその娘だけだとばかり思っていた

こ(D小さな小屋に,ジャングルにjj-

って仕事巨をしてきた若者達が帰って

きて,ついには8眉:位の部屋に13人

にもなった｡みんなゴロ暖でその側

に Mohammad氏と私も寝ること

になる｡ただ Batin夫妻だけは,)Tl一

隅7)カヤらしさものの中に入ってし

まった｡

行には適していないようである｡

Punan,Peta両部落とも,下流の村から分離して

きたもので,Punan部落は3年目, Peta害し;港は1

11三日だということである｡コミュニスト対策としての

Emergency以前は,相当数の JakunがこのEndau

川流域に屈住し,現在よりもずっと人口が多かった｡

しかし,Emergencyの時の Re-Settlementですべ

て,海岸部の SungaiEndauKechilに移住させら

れ, そこでかなりの人口の減少をみ た後, 一部の

Jakunは政府･に Endau川流域に帰ることを願い出,

Labongや Tarak,Mentelo】1g部落が再び形成され

ることになった｡その後,経済的に生活が苦しくなっ

たなどの理由で,Peta,Punanのように上流の方へ

と分立していった｡方々にすでに人のいなくなった荒

朝は日があけるかあけない内に起

き,コ-ヒ-を飲んで腹をふくらせると,みんなジャ

ングルの中へと消えていく｡Batinの奥さんは起きる

なり,採集かごを背負ってジャングルへ行ってきて,

何か取って帰ってきた｡小さい子供は,ぶよぶよの卵

を川から取ってきたOMohammad氏は3ドル程だし

て,その24個の大きな卵全部を買いとる｡

4 各部落の内情

この Punanから上流は,今水が少なく,また流木

が多くて,モータ-ボ- トでは到底行かれないという

ことなので, Peta 部落へ行くのは別の機会に譲っ

た｡全体としてこの Endau川は非常に浅くて船の航

写真3 Jorak部落の船着場

れはてた小屋が見られるのも,彼らが生活のし易い所

を求めて動いていることを示している｡

各部落はすべて縁者であるというが,実際にはどの

ような関係のものが集まり, どのようにして Peta,

Punan部落のように分立していくのか｡その原因は｡

一戸あたりの平均人員は4.83人とマレー人より高い

率を示すが何故か｡貧困の故か,イム統の故か｡

男女の比率をみると,女性の方が常に低いがこれは

何故かO彼らは絶滅しつつあるのかC

彼らは自分達の宗教に執着して,イスラムには改宗

しようとはしていない｡(EndauKechilに住む若干

の原住民はイスラムに改宗しているが,彼らの信仰は

- 127-
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本当のものではないと,BatinAliは強調していた｡) ただ面白いと思ったのは,Labollgと Tarakの二

従ってもっとも近い筈のマレ-人コミュニテ ィにも吸 部落に各々2人づつのq咽 人が原住民の女性と結婚し

収され難く,政府の援助は受けているもののどのコミ て定着していることである｡Mohammad氏の説明に

ユニテ ィからも孤立している｡ よれば,中国人同志の結婚には婚資が非常に高くつく

写真4 夜なべ仕事にむしろを編む親娘O
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ので,婚資の安いジャクンの女と結

婚したのだそうだ｡

外部から部落に くるのは,月に

2,3度くる医者の回診,担当官の

巡礼 中国人,インド人などの鉱山

を求めてくる山師などで,反対に部

落から町へ出てい くのは, Bati°

のような人 でも月に1回位, 品物

を求めに行く位で あ る｡ ラジオ,

時計 写貢などを も ってい る反

面, 生活 そ のものは山芋を中心と

する畑仕事と援集経済とに依存し,

その住む小屋は,マレー人 の も っ

とも貧困な宏 に匹敵するのみであ

る｡
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